
 
平成２６年度研究科横断型教育プログラムへ（Ｂタイプ）授業科目 

 
 

開講

方式 

B タイプ 

（特別 

開講型） 

研究科等名 
宇宙総合学研

究ユニット 
横断区分 文理横断型 

開講 

場所 

吉田キャンパス北

部構内にて開催 

授業科目名 

（英訳） 

宇宙の人文社会学 

（Humanities and social sciences of space）

講義担当者 

所属・氏名 

学際融合教育研究推進センター・磯部

洋明 

配当

学年 

修士 

博士後期 

専門職 

提供

可能

コマ

数 

５コマ 開講期 後期 

曜

時

限 

火５限 

（16:30-18:00）
授業形態 講義 

〔授業の概要・目的〕 

宇宙利用は拡大を続けており、通信、GPS など人工衛星が必須の社会インフラ化する一方、新興国や民間による宇宙観

光など様々なプレイヤーが参入し、世界の宇宙開発は大きく変容しつつある。これに伴い、宇宙空間のガバナンスや、人

命や環境汚染のリスクに伴う倫理的問題など、人文社会科学の領域に入る様々な問題が新たに出現している。一方宇宙

という人類がこれまで経験したことがないフィールドは、そこで活動する個々の人間とその社会に関する新しい視点と知見

をもたらすという点で、人文社会科学そのものに新たな展開をもたらす可能性がある。この講義では、新たに出現しつつ

ある学際的な分野である宇宙の人文社会学について現状を概説する。宇宙分野の理工系の大学院生は自分の研究の

社会的・学術的な位置づけについての考察を深め、それ以外の分野の大学院生は自分の研究分野と宇宙との接点をみ

つけ、そこから新しい研究へ発展させることを目指す。 

 

【研究科横断型教育の概要・目的】 

授業は全５コマで集中的に行う。大学院生を対象にした学問的水準の授業科目であり、広い視野と新しい学問領域を創

造する能力をもつ大学院生を養成することを目的としている。 

〔授業計画と内容〕 

日程は 10 月 7、14、21、28 日、11 月 4 日の予定。内容は宇宙と人類の関係概論、宇宙と人類学、宇宙と倫理学、宇宙

政策、宇宙と宗教など。適時ゲスト講演者を招いて講義をして頂く。 

〔履修要件〕 

特になし。幅広い分野の学生の参加を歓迎する。 

〔学修証授与の要件〕 

授業への積極的な参加と授業中に指示するレポートの提出を持って授与する。 

〔教科書〕 

  

〔参考書等〕 

  

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕 
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